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町
文
化
財
専
門
委
員　

石
瀧  

豊
美

　

ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
「
コ
シ
ョ
ウ
王
」

と
呼
ば
れ
た
の
が
隆
介
氏
の
尊
父
喜
三
（

き
そ
う
）
で
す
。
以
下
、
敬
称
略
。

　

喜
三
は
新
原
の
原
田
藤
次
、
モ
ン
夫
婦

の
子
で
す
。
兄
が
二
人
、
弟
と
妹
が
そ
れ

ぞ
れ
一
人
い
ま
し
た
。

　
　

長
男　

一
郎

　
　

次
男　

龍
太
郎  

陸
軍
士
官
学
校
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
中
に
病
死
。

　
　

三
男　

喜
三    

酒
殿
の
安
河
内
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
養
子
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
米
。

　
　

四
男　

真
太
郎  

喜
三
と
渡
米
。

　
　

長
女　

カ
イ

　

喜
三
は
酒
殿
の
安
河
内
文
三
郎
の
娘
セ

イ
と
結
婚
し
て
婿
養
子
と
な
り
ま
す
。
こ

の
文
三
郎
の
甥
、
言
い
換
え
る
と
セ
イ
の

従
兄
弟
が
上
須
恵
の
安
河
内
丈
夫
、
麻
吉

兄
弟
で
す
。
安
河
内
丈
夫
は
前
原
に
あ
っ

た
養
鋭
学
校
（
軍
人
養
成
の
予
備
教
育
を

行
う
）
の
出
身
で
陸
軍
主
計
佐
官
に
進
ん

で
い
ま
す
。
主
計
は
会
計
事
務
に
当
た
る

軍
人
。
佐
官
は
大
佐
・
中
佐
・
少
佐
を
言

い
ま
す
。
大
佐
と
な
る
と
歩
兵
な
ら
連
隊

長
ク
ラ
ス
で
す
。

　

安
河
内
麻
吉
は
中
学
修
猷
館
、
第
五
高

等
学
校
（
熊
本
）
を
経
て
東
京
帝
国
大
学

を
卒
業
し
内
務
省
に
入
り
ま
す
。
八
幡
製

鉄
所
次
長
、
福
岡
県
知
事
、
神
奈
川
県
知

事
（
関
東
大
震
災
に
対
処
し
復
興
に
携
わ

　

粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館
か
ら
借
り
た
二

冊
の
本
、
安
河
内
隆
介
著
『
父
と
子　

日
米
に
別
れ
て
生
き
た
九
十
年
』
お
よ
び

安
河
内
キ
サ
著
『
句
集　

青
蓮
』
を
参
考

に
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
隆
介
氏

の
お
子
様
で
あ
る
公
二
様
（
名
古
屋
市
在

住
）
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

興
味
深
い
の
は
そ
の
人
間
関
係
で
す
。

少
し
整
理
し
て
み
ま
す
。
も
し
間
違
い
に

お
気
付
き
の
方
、
ま
た
新
た
な
情
報
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
の
内
に
調
べ
て
お
か
な
い
と
段
々
わ
か

ら
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
ま
す
。（
他
に

二
点
関
係
系
図
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て

い
ま
す
）

り
ま
し
た
）
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
内
務

次
官
在
任
中
に
死
去
し
ま
し
た
。
一
説
に

麻
吉
は
勤
王
の
歌
人
・
野
村
望
東
尼
と
も

親
戚
に
当
た
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
望
東
尼

の
母
は
植
木
の
今
泉
家
の
出
身
で
す
。
麻

吉
に
は
子
ど
も
が
な
く
、
妻
由
美
子
の
弟

光
雄
（
東
大
卒
）
が
養
子
に
入
り
ま
し
た
。

由
美
子
は
金
子
堅
太
郎
（
大
日
本
帝
国
憲

法
起
草
者
、
伯
爵
）
の
養
女
で
す
。
麻
吉

の
葬
儀
に
は
（
昭
和
天
皇
の
）
勅
使
が
差

遣
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
）。

　

セ
イ
に
は
兄
二
人
が
い
ま
し
た
。
そ
れ

な
ら
婿
養
子
を
取
る
こ
と
も
な
い
の
で
す

が
、
兄
二
人
は
家
を
継
が
ず
に
勉
学
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
長
兄
孝
介
は
福
岡
師
範

学
校
の
第
一
回
卒
業
生
、
し
か
も
首
席
で

し
た
。
福
岡
師
範
は
現
在
の
福
岡
教
育
大

ア
メ
リ
カ
移
民
の
話　

４

住
を
決
意
し
ま
す
。

　

ま
ず
真
太
郎
が
帰
国
し
、
妻
と
と
も
に

再
渡
米
し
ま
し
た
。
喜
三
も
帰
国
し
て
二

年
間
を
過
ご
し
、
親
族
間
の
調
整
を
図
り

（
当
時
は
跡
取
り
を
誰
に
す
る
か
が
大
問

題
で
し
た
）、
帰
米
し
た
喜
三
を
追
っ
て

再
婚
し
た
ト
モ
と
三
男
正
象
が
渡
米
し
ま

し
た
。
喜
三
の
次
男
泰
介
も
渡
米
し
、
長

男
隆
介
は
中
学
修
猷
館
か
ら
早
稲
田
大
学

を
卒
業
し
て
富
士
紡
績
に
入
り
、
や
が
て

日
米
関
係
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
父
喜
三
と

子
隆
介
が
太
平
洋
を
は
さ
ん
で
別
々
の
人

生
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

『
父
と
子　

日
米
に
別
れ
て
生
き
た
九
十

年
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
意
味
で
す
。

　

同
書
二
十
六
頁
掲
載
の
家
族
写
真
（
大

正
九
年
）
は
喜
三
一
家
・
真
太
郎
一
家
の

計
十
二
人
が
写
っ
て
い
ま
す
。

　

喜
三
に
は
先
妻
の
子
が
二
人
（
隆
介
・

泰
介
）、
後
妻
の
子
が
六
人
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
喜
三
、
同
妻
ト
モ
、
三
男
正
象
、

四
女
政
子
（
○
）、
四
男
守
夫
（
○
）。
喜

三
の
弟
真
太
郎
、
同
妻
ク
ラ
、
長
男
辰

巳
（
○
）、
長
女
節
子
（
○
）。
喜
三
の
次

男
泰
介
、
同
妻
カ
ネ
、
長
女
道
子
（
○
）、

次
女
恭
子
（
○
）
が
写
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
男
性
は
い
ず
れ
も
背
広
・
ネ
ク
タ

イ
、
女
性
三
人
は
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
ま

す
。
洋
装
の
幼
児
五
人
、乳
児
一
人
。（
○

印
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
）

　

計
十
三
人
で
写
真
よ
り
一
人
多
く
な
り

ま
す
。
夫
婦
三
組
に
男
児
三
、
女
児
四
で

す
。
写
真
に
写
っ
て
い
る
幼
児
は
男
二
、

女
三
、
乳
児
の
性
別
は
不
明
。
し
た
が
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
内
、
一
人
は
ま
だ
生
ま

れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

他
に
喜
三
の
長
女
セ
イ
は
夭よ

う
せ
つ折
、
次
女

ク
ニ
、
三
女
キ
サ
は
渡
米
せ
ず
、
キ
サ
は

里
子
に
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
キ
サ
が
『
句
集　

青
蓮
』
の
作
者
で
す
。

学
で
す
。
西
公
園
下
に
付
属
小
中
学
校
が

あ
り
、
そ
こ
に
柴
田
文
城
の
銅
像
が
建
っ

て
い
ま
す
が
、
文
城
も
第
一
回
卒
業
生
、

孝
介
の
親
友
で
し
た
。
文
城
は
中
野
正
剛
、

緒
方
竹
虎
を
育
て
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

次
兄
健
次
は
黒
田
家
の
奨
学
金
（
現
在

も
（
財
）
黒
田
奨
学
会
と
し
て
存
続
、
貸

与
で
は
な
く
給
付
で
返
済
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
）
を
得
て
中
学
修
猷
館
、
第
五
高

等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
と
進
み
ま
し
た
。

安
河
内
麻
吉
と
は
従
兄
弟
同
士
で
、
し
か

も
中
学
修
猷
館
で
は
共
に
一
、二
を
争
う

秀
才
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
高
校
・

大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
文
系
・
理
系
に
分
か
れ

ま
し
た
。
健
次
は
健
康
を
害
し
て
東
大
を

休
学
、
や
が
て
退
学
し
て
海
軍
兵
学
校
の

教
官
に
な
り
ま
し
た
。

　

喜
三
と
セ
イ
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
隆

介
・
泰
介
兄
弟
で
す
。
セ
イ
が
病
死
し
て

後
妻
を
迎
え
、
そ
の
間
に
は
二
男
四
女
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
数
え
年

三
十
四
歳
の
喜
三
は
実
弟
の
真
太
郎
と
と

も
に
渡
米
し
ま
し
た
。
初
め
は
出
稼
ぎ
の

つ
も
り
が
コ
シ
ョ
ウ
栽
培
で
成
功
し
、
永

写
真　

安
河
内
麻
吉
の
葬
儀
風
景

（
昭
和
２
年
７
月
17
日
）

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り




